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　特別史跡三内丸山遺跡は、縄文時代における集落の全体像や生活、自然

環境等とその変遷を具体的に解明することができる、日本を代表する縄文

遺跡と評価され、平成12年11月に特別史跡に指定されました。さらに、

平成26年３月には水場遺構を含む約 8,500㎡が追加指定されました。ま

た、平成15年５月には、三内丸山遺跡の出土品1,958点が重要文化財に指

定されています。

　青森県は、三内丸山遺跡を貴重な歴史的遺産として保存するとともに、

平成６年度から遺跡の整備と一般公開を行い、多くの方々に三内丸山遺跡

を見学していただきました。

　平成27年度は、第39次発掘調査を行い、第36～39次調査の発掘調査

報告書を刊行しました。また、最新情報展、企画展、縄文教室、季節毎の

縄文まつり、三内丸山遺跡報告会などを開催し、三内丸山遺跡を中心とし

た縄文文化の魅力と重要性を国内外に広く発信してまいりました。

　この年報は、平成27年度の三内丸山遺跡の整備・調査研究・活用事業の

概要についてまとめたものです。本書が三内丸山遺跡の理解や埋蔵文化財

の保護と研究に寄与できれば幸いです。

　刊行にあたり、三内丸山遺跡の保護・活用に御支援、御指導を賜りまし

た皆様に対し深く感謝申し上げますとともに、今後ともより一層の御尽力

をお願い申し上げます。

序

　　平成29年３月

青森県教育委員会　　　　　　　　　

教 育 長　　中村　　充
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第１　平成27年度の事業について

（1）平成27年度の整備の内容

公開遺構の整備

　平成７年度以降の三内丸山遺跡の公開に伴い、

劣化が進んだ箇所については修復・補充等の保存

処理を継続的に行っている。平成27年度は北盛

土について実施した。作業内容については以下の

とおりである。

○北盛土…遺構面に発生していたカビや、土器に

付着した汚れなどを除去する清掃作業を行った

後、防カビ処理を行った。また、経年劣化により

遺構面の剥落のおそれがある箇所については、遺

構面の強化・補強を実施した。

（1）三内丸山遺跡調査

　三内丸山遺跡の全体像や集落構造の変遷の解明

や保存・活用、整備計画の策定・推進のための資

料収集を目的とした内容確認調査を継続して行っ

ている。

○第39次発掘調査

　平成27年度は、遺跡西部に位置する西盛土の

西側の調査を行った。主な調査目的は下記のとお

りである。

①平成26年度に確認された大規模な溝状遺構の

②平成26年度の調査において、考古学的所見と

年代測定値に矛盾が見られた、溝状遺構底面で確

認された土坑墓（第1451号土坑）の年代を検討

する。

③溝状遺構の上位で確認された焼失住居の可能性

が高い第797号竪穴建物跡の平面形や上部構造

を検討する。

・調査期間：平成27年６月10日～９月18日

・調査面積：170㎡

・主な出土遺物：土器、石器、土・石製品等段ボー

第39次調査区の位置

ル箱30箱

・調査成果

①について…溝状遺構の北東側を精査した結果、

北東側で弧状に閉じ、現時点での全長は約25m

となることがわかった。また、北東端では第

797・798号竪穴建物跡、第1473・1474号土

坑と重複し、平成26年度の調査結果と矛盾しな

い、縄文時代前期末葉頃という年代観が得られた。

しかし、溝状遺構の用途や機能については不明で

あり、今後類例の増加を待ち、さらに検討を行う

0 200m 

旧野球場地区

北東側を精査し、その規模・形状を把握する。

１　整備状況

２　調査研究

第39次調査区第39次調査区
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第39次調査区遺構配置図
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　また、新たに竪穴建物跡１棟、土坑墓１基、土

坑９基、ピット 18基を確認した。

　第 798 号竪穴建物跡は、第 797 号竪穴建物跡

の平面形を把握するために拡張したトレンチ内

（Ⅷ I － 142 付近）で確認した。溝状遺構・第

797号竪穴建物跡と重複し、溝状遺構より新しく、

第 797 号竪穴建物跡より古い。堆積土からは中

期前葉の遺物が主に出土していることと遺構の重

複関係から、縄文時代前期末葉（円筒下層 d式期）

～中期前葉（円筒上層 b式期）頃と考えられる。

壁溝を持つ竪穴建物跡で、トレンチ調査のため平

面形は把握していないが、大型竪穴建物跡の可能

性がある。

（2）関連遺跡調査

　この調査は、県内外の発掘調査事例や遺跡の整

備・活用事例を調査し、それらの情報を得ること

により、三内丸山遺跡の学術的解明を進めていく

とともに、遺跡間のネットワーク形成に向けた交

流を目指すものである。

　平成 27 年度は、平成 26 年度の第 38 次発掘

調査で確認された大型の溝状遺構について、類似

した遺構が確認されている北海道苫小牧市、千歳

市、恵庭市で調査を実施した。

溝状遺構北東端の土層断面

第798号竪穴建物跡

必要がある。

②について…壁面を精査した結果、溝状遺構の埋

没後に構築されたことが判明した。堆積土上部が

撹乱を受けていることが、平面形を確認できな

かった一因と思われる。構築時期を示す遺物は出

土していないが、平成 26年度に実施した放射性

炭素年代測定の結果（4350 ～ 4135yrBP）から、

縄文時代中期中葉～末葉と考えられる。

③について…第 797 号竪穴建物跡は、焼土や炭

化材が多数確認され、焼失住居である可能性が高

まった。溝状遺構の一部を壊して構築されており、

堆積土から出土した土器は円筒上層ｂ式が多数を

占め、出土した炭化材の放射性炭素年代測定結果

とも調和的であることから、帰属時期は、縄文時

代前期末葉～中期前葉頃と考えられる。また、後

述する第798号竪穴建物跡より新しい。上部構造

については、明確に把握することはできなかった

が、一部では炭化材の方向が中心部分に向かうこ

とが見てとれる。

　土坑墓は、竪穴建物跡の平面形を把握するため

に設定したトレンチ（ⅧI－143）内で短軸約

0.7m、長軸約2.1mの長楕円形の落ち込みを確認

した。遺構下部の状況等を把握するために、長短

軸上に土層観察用の畦を残して半分を精査した。

その結果、底面は平坦で、壁溝が巡ることがわか

った。さらに、道路跡に隣接して構築されている

ことなどから、土坑墓とした。これにより、道路

跡東側の土坑墓列がⅧI－143付近まで延長する

ことが確認された。

第1　平成27年度の事業について
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ア　勇武津資料館

　北海道苫小牧市に所在する市立の資料館であ

る。昭和 57年に調査が行われ、縄文時代の大規

模な溝状遺構が確認されている静川遺跡につい

て、調査担当者から遺跡の概要・調査に際して留

意した事項について説明を受けた。

　静川遺跡の環壕は、機能停止後自然に埋没して

いることや小単位毎に掘削を行い、それを最終的

につなぐという手法で構築されていることなどを

ご教示いただいた。当遺跡の溝状遺構とは異なる

埋没状況を呈しており、遺構の廃絶状況について

大変参考になる事例であった。

イ　千歳市埋蔵文化財センター

　北海道千歳市に所在する市立の調査組織であ

る。平成２～５年に調査がおこなわれ、縄文時代

の大規模な溝状遺構が確認されている丸子山遺跡

について、調査担当者から遺跡の概要と調査に際

して留意した事項について説明を受けた。

　環壕で囲まれた丘陵部からは青竜刀形石器や焼

土が確認されているため、儀礼の場として機能し

ていた可能性があること、また、当遺跡例につい

て、南東側で確認されている下層 d2 式期の竪穴

建物跡と何らかの関連があるのではないかとご教

示いただいた。

ウ　恵庭市郷土資料館

　北海道恵庭市に所在する市立の資料館である。

平成 26年に調査が行われ、縄文時代の大規模な

溝状遺構が確認されている島松 Bチャシ跡につ

いて、調査担当者から遺跡の概要・調査に際して

留意した事項について説明を受けた。地山に通常

含まれない礫が堆積土中に多量に含まれ、投石用

に丘陵部に運んだ可能性があることや天神山式期

（縄文時代中期末葉）の集落立地は特殊であり、

防御的な性格を有する可能性があることをご教示

いただいた。

・委員

　三内丸山遺跡の長期的保護に向けて、その具体

的な対応を検討するための基礎的な資料を得るた

め、覆屋の室温・湿度等について定期的にデータ

収集を行った。

（4）三内丸山遺跡発掘調査委員会

　三内丸山遺跡に関する学術的な解明や継続的な

発掘調査計画検討のため、専門家による委員会を

平成９年度から設置している。委員の任期は２年

であり、平成 27年度は年２回の会議を開催した。

・委員長

　　岡村　道雄（奈良文化財研究所名誉研究員）

・副委員長

　　西本　豊弘（国立歴史民俗博物館名誉教授）

　　鈴木　三男（東北大学名誉教授）

　　辻　誠一郎（東京大学大学院教授）

　　小林　克（秋田県埋蔵文化財センター所長）

　　玉田　芳英（奈良文化財研究所都城発掘調査

　　　　　　　　部長兼考古第一研究室長）

　　岡田　康博（青森県企画政策部参事（世界文

　　　　　　　　化遺産登録推進室長事務取扱）

　　　　　　　　平成27年12月28日新たに任命）

（3）遺跡環境調査

島松Bチャシ跡現況

三内丸山遺跡年報－20－
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（5）特別研究推進事業

　三内丸山遺跡の全体像解明と縄文文化の解明を

進めるため、平成 10年度から行っている。平成

27 年度は、総合的・学際的研究を展開し、より

一層遺跡の全体像の解明と縄文文化に関する研究

を進めるため、関連する研究を公募し、研究を委

託した。

　共同研究は、三内丸山遺跡の全体像解明につな

がる、学際的な研究である。

　個人研究は、「円筒土器文化」または「三内丸

山遺跡」に関連する、遺跡、遺構・遺物などを対

象とした、個人による研究である。

ア　共同研究

「三内丸山遺跡の集落景観の復原と図像化」

　辻　誠一郎（東京大学大学院）

イ　個人研究

「北陸系石材の三内丸山遺跡への波及の研究」

　中村　由克（明治大学黒耀石研究センター）

「三内丸山遺跡出土土器付着炭化物の炭素・窒素

安定同位体比分析」

　青森県教育庁文化財保護課　三内丸山遺跡保存

活用推進室

　※個人研究１件については、発掘調査委員会に

　　諮り、三内丸山遺跡保存活用推進室が研究を

　　実施した。

委員による現地指導

発掘調査委員会

○第１回発掘調査委員会（平成 27年 7月 30日）

開催場所：縄文時遊館会議室（以下同じ）

検討内容：今年度の発掘調査について

　　　　　特別研究推進事業について

　　　　　総括報告書について

○第２回（平成 28年３月 11日）

検討内容：平成 27年度の発掘調査成果について

　　　　　特別研究推進事業について

　　　　　平成 28年度の発掘調査について

　　　　　総括報告書について

　　　　　その他

第1　平成27年度の事業について
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３　普及啓発

（1）シンポジウム等

　平成 27年度は遺跡報告会をはじめとした以下

の内容を行った。なお世界文化遺産登録推進関連

事業については、平成 27 年 11 月に青森県企画

政策部世界文化遺産登録推進室が新設され、縄文

遺跡群世界遺産登録推進本部主催事業はそちらに

移管されているが、当遺跡との関わりが深いため

併せて掲載する。

ア　縄文大祭典宵待ちフォーラム

日時：平成 27年 8月 29日（土）

　　　15：00～ 17：00

会場：縄文時遊館（縄文シアター）

主催：縄文大祭典実行委員会

テーマ：「さんまるへの伝言」

　　　三村　申吾 青森県知事

　　　（縄文遺跡群世界遺産登録推進本部長）

　　　菊池　徹夫（早稲田大学名誉教授）

講演：「基層文化としての縄文文化」

　　　赤坂　憲雄（学習院大学教授）

報告：「北海道・北東北の縄文遺跡群」

　　　岡田　康博

　　　（青森県企画政策部参事

　　　　世界文化遺産登録推進室長事務取扱）

ウ　三内丸山遺跡報告会

日時：平成 28年 3月 12日（土）

　　　13：00～ 15：15

会場：縄文時遊館（縄文シアター）

主催：青森県教育委員会

内容：

第１部　発掘調査成果報告

「平成 27年度三内丸山遺跡発掘調査成果報告」

　青森県教育庁文化財保護課

　三内丸山遺跡保存活用推進室

第２部　特別研究成果報告

「北陸系石材の三内丸山遺跡への波及の研究」

　中村　由克

　（明治大学黒耀石研究センター）

「三内丸山遺跡出土土器付着炭化物の炭素・窒素

安定同位体比分析」

    青森県教育庁文化財保護課

　三内丸山遺跡保存活用推進室

「三内丸山遺跡の集落景観の復原と図像化」

　辻　誠一郎

　（東京大学大学院）

　　　パネルディスカッション：

　　　「縄文遺跡群の価値と魅力」

　　　サイモン・ケイナー

講師：岡田　康博（青森県教育庁文化財保護課長）

　　  小笠原　雅行

　　  一町田　工（三内丸山応援隊会長）

　　  菊池　正浩（元ＮＨＫプロデューサー）

（青森県教育庁文化財保護課）  　　

イ　北海道・北東北の縄文遺跡群世界遺産登録推

進フォーラム

日時：平成 28年 1月 24日（土）

　　　14：30～ 17：30

会場：有楽町朝日ホール

主催：縄文遺跡群世界遺産登録推進本部

講演：「縄文遺跡群の世界的価値

　　　　～海外から見た縄文文化～」

　　　サイモン・ケイナー

　　　（セインズベリー日本藝術研究所

　　　考古・文化遺産学センター長）

三内丸山遺跡年報－20－
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（2）企画展及び最新情報展 （3）三内丸山縄文教室

　三内丸山遺跡への理解を促進するため、調査及

び研究で明らかとなった最新情報を展示する企画

展及び最新情報展を開催した。

ア　「円筒土器文化を探る－データベースの分析

から－」

期間：平成 27 年９月 11 日（金）～平成 28 年

３月６日（日）

内容：平成 24年度から 3年間円筒土器文化総合

研究データベース作成を行った。データベースの

作成によって判明した円筒土器文化の内容と新た

な知見を、トピックスを交えながら分かりやすく

紹介した。

イ　「第 39 次発掘調査最新情報展－西盛土西側

の発掘－」

期間：平成 28 年３月 12 日（土）～平成 28 年

９月４日（日）

内容：新情報展として、平成 27年度に実施した

第 39 次調査の出土遺物、調査データを提示し、

調査成果を分かりやすく解説した。また、西盛土

西側の発掘調査が終了するため、これまでの３年

にわたる調査成果も併せて紹介した。

　三内丸山遺跡では、発掘調査から得られた成果

をもとに、縄文時代の生活の一端を体験する「さ

んまる縄文体験」を平成８年度から実施している。

　また、平成 21年度から高校生以上の大人向け

に、体験と講義をセットにした「さんまる縄文講

座」を実施し、平成 27年度からは、講義を中心

とした「さんまる縄文学講座」を開催している。

ア　「さんまる縄文体験」

　平成 27 年度は５月から 11 月までの木・土曜

日に、1回コースを６回、２回コースを１回の計

８回行った。できるだけ縄文時代と同じ材料を使

い、より専門性を求めて、外部講師を依頼したも

のもある。

　また実施に当たっては、いずれも三内丸山応援

隊の協力を得た。

【1回コース】

（ア）「黒曜石で矢じりを作ろう」

実施日：平成 27年５月 16日（土）

内容：黒曜石で矢じりを製作し、弓矢の使用体験

を行い、縄文時代の狩猟について理解を深めた。

講師：文化財保護課職員

参加者：23名

（イ）「縄文アクセサリーを作ろう」

実施日：平成 27年６月 13日（土）

内容：ベンケイガイの貝輪と粘土のペンダントを

製作し、縄文時代の生活や装いについて理解を深

めた。

講師：文化財保護課職員

参加者：20名

（ウ）「発掘調査をしてみよう」

実施日：平成 27年７月 23日（木）

第39次発掘調査最新情報展

第1　平成27年度の事業について
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内容：発掘作業を体験し、目的や方法などについ

て理解を深めた。

講師：文化財保護課職員

参加者：18名

（エ）「土偶のレプリカを作ろう」

実施日：平成 27年８月８日（土）

内容：遺跡から出土した土偶のレプリカを製作し、

その意義や資料の取り扱い方について理解を深め

た。

講師：堀江　武史　氏（府中工房）

参加者：16名

（オ）「鹿の角で釣り針を作ろう」

実施日：平成 27年 10月３日（土）

内容：鹿角で釣り針を製作し、実際にニジマスを

釣り、食料獲得方法について理解を深めた。

講師：文化財保護課職員

参加者：18名

（カ）「縄文料理をしてみよう」

実施日：平成 27年 11月 14日（土）

内容：縄文時代に食べられていたとされるクリ・

魚介・野菜・山菜・キノコを調理することを通し

て、縄文時代の食料について理解を深めた。

講師：文化財保護課職員

参加者：12名

土偶のレプリカを作ろう

【2回コース】

（ア）「土器と土偶を作って、色をつけよう①」

実施日：平成 27年７月 11日（土）

内容：遺跡周辺で採取した粘土で土器と板状土偶

を作り、製作方法などについて理解を深めた。

講師：誉田　実　氏（陸奥美窯）

参加者：８名

土器と土偶を作って、色をつけよう①

（イ）「土器と土偶を作って、色をつけよう②」

実施日：平成 27年９月 12日（土）

内容：①で作った土器と土偶を野焼きし、赤鉄鉱

と炭を粉砕して得た顔料で彩色して縄文時代の顔

料や焼成技法などについて理解を深めた。

講師：文化財保護課職員

参加者：４名　　

イ　｢さんまる縄文学講座｣

　平成 27 年度は、５月から 11 月までの土曜日

に、縄文文化と三内丸山遺跡の調査研究成果を中

心に、12回の講座を行った。

第１回「地図から考える青森県の縄文時代」

実施日：平成 27年５月９日（土）

講師：文化財保護課職員

内容：遺跡分布から考える青森県の縄文社会につ

いての講義を行った。

参加者：35名

三内丸山遺跡年報－20－

－ 8 ―



9

第２回「最古の土器を掘る－大平山元遺跡－」

実施日：平成 27年５月 23日（土）

講師：駒田　透　氏（外ヶ浜町教育委員会）

内容：世界遺産を目差す縄文遺跡群の構成資産の

ひとつ、大平山元遺跡についての講義を行った。

参加者：38名

第３回「円筒土器文化のまつりの道具」

実施日：平成 27年６月６日（土）

講師：文化財保護課職員

内容：円筒土器文化の遺跡から出土するまつりの

道具の内容と特徴についての講義を行った。

参加者：45名

第４回「シャコちゃんの故郷－亀ヶ岡遺跡－」

実施日：平成 27年６月 27日（土）

講師：佐野　忠史　氏（つがる市教育委員会）

内容：世界遺産を目差す縄文遺跡群の構成資産の

ひとつ、亀ヶ岡遺跡についての講義を行った。

参加者：44名

第５回「縄文人が見た太陽・月・星」

実施日：平成 27年７月４日（土）

講師：小田桐　茂良　氏

　　　（元県立高校教諭・天文愛好家）

内容：縄文時代の天体と三内丸山遺跡の関係につ

いての講義を行った。

参加者：39名

第６回「まつりと祈りの場－大森勝山遺跡－」

実施日：平成 27年７月 25日（土）

講師：岩井　浩介　氏（弘前市教育委員会）

内容：世界遺産を目差す縄文遺跡群の構成資産の

ひとつ、大森勝山遺跡についての講義を行った。

参加者：35名

第７回「黒曜石の故郷を掘る」

実施日：平成 27年８月１日（土）

講師：宮坂　清　氏（下諏訪町教育委員会）

内容：黒曜石について、原産地遺跡の星ヶ塔遺跡

を中心に講義を行った。

参加者：40名

さんまる縄文学講座

第８回「縄文時代の溝状遺構」

実施日：平成 27年８月 22日（土）

講師：文化財保護課職員

内容：第 38次調査で確認された溝状遺構につい

ての講義を行った。

参加者：34名

第９回「北東アジアの新石器時代遺跡と縄文遺跡」

実施日：平成 27年 10月 10日（土）

講師：根岸　洋　氏（国際教養大学）

内容：海外新石器時代遺跡との比較から、縄文遺

跡群の特質について講義を行った。

参加者：33名

第 10回「円筒土器について」

実施日：平成 27年 10月 24日（土）

講師：文化財保護課職員

内容：円筒土器研究のあゆみ、文様・器形の特徴、

土器文化の発生などについての講義を行った。

参加者：27名

第1　平成27年度の事業について

－ 9 ―



10

第 11 回「日本海側の数少ない貝塚－田小屋野貝

塚－」

実施日：平成 27年 10月 31日（土）

講師：佐野　忠史　氏（つがる市教育委員会）

内容：世界遺産を目差す縄文遺跡群の構成資産の

ひとつ、田小屋野貝塚についての講義を行った。

参加者：34名

第 12回「三内丸山遺跡の木材利用と木の道具」

実施日：平成 27年 11月 21日（土）

講師：文化財保護課職員

内容：出土した木製品の種類・樹種から、森林資

源利用の特徴についての講義を行った。

参加者：31名

ウ　「ギャラリートーク」

　平成 25年度から、三内丸山遺跡及び縄文文化

について理解を深めてもらうため、ギャラリー

トークを行っている。平成 27年度は、５月から

11 月までの毎週日曜日に、さんまるミュージア

ムの展示を活用してテーマごとにギャラリートー

クを行った。

（ア）第 38次発掘調査最新情報展

実施日：平成 27年５月 10日

内容：第 38次発掘調査で検出された遺構・遺物

など、発掘調査の成果を解説した。

参加者：延べ５人

（イ）調理道具の縄文土器

実施日：平成 27年５月 17日、６月 21日、

７月 12日、９月 20日、11月 15日

内容：縄文土器の時期による形態の変化、製作工

程、調理道具として使用された痕跡やその他の用

途、廃棄方法について解説した。

参加者：延べ 40人

（ウ）森のめぐみと漆の利用

実施日：平成 27年５月 24日、６月 14日、

７月 19日、９月 13日、10月 25日

内容：出土した植物遺体から分かった当時の植物

質食料、森林資源の内容、クリとウルシの管理・

利用について解説した。

参加者：延べ 31人

（エ）土偶と装い

実施日：平成 27年５月 31日、７月 5日、10月

４日、11月１日、11月 29日

内容：時期による土偶形態の変化や、出土場所・

出土部位などを解説した。土偶から推測される髪

形や服装、装身具についても解説した。

参加者：延べ 45人

（オ）海を越えてきた石

実施日：平成 27 年６月７日、６月 28 日、７月

26日

内容：遠く離れた原産地から様々な石材が遺跡に

搬入されていることを解説した。ヒスイ・黒曜石

については石質や搬入形態等も解説した。

参加者：延べ 29人

（カ）狩りと漁の道具

実施日：平成 27年８月 23日、10月 11日、

11月 22日

内容：狩猟に使用される石器、漁労に使用される

骨角器の種類と用途、時期による形態の変化、製

作工程を解説した。

参加者：延べ 40人

（キ）円筒土器文化を探る－データベースの分析

から－

実施日：平成 27年９月 27日、10月 18日

内容：平成24年度から3年間行った円筒土器

データベースの作成によって判明した円筒土器文

三内丸山遺跡年報－20－
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化の内容と新たな知見を、トピックスを交えなが

ら解説した。

参加者：延べ７人

（5）印刷物の発行

ア　『特別史跡三内丸山遺跡年報』19

　　Ａ４　76ページ　500 部発行

平成 26年度の事業、見学者の動向、特別研究推

進事業成果概要報告、日誌抄録。

イ　『青森県埋蔵文化財調査報告書　第 570 集　

三内丸山遺跡43－第 36、37、38、39 次調査、

北端部予備調査報告書－』

　　Ａ４　335ページ　370 部発行

　平成 24～ 27年度の第 36～ 39 次調査で調査

を行った、西盛土、西盛土西側、遺跡北端部につ

いての報告。

ウ　「三内丸山通信」第 62号、第 63号

　　Ａ３　両面刷り　各 3000 部発行

　三内丸山遺跡の調査、イベント、トピックスな

どの最新情報を掲載したニュースレター。

【第 62号（平成 27年７月 13日発行）】

・発掘調査進行中！

・米大使が訪問！

・縄文バーチャル体験

・第 38次調査最新情報展―新発見！溝状遺構―

・縄文春まつり開催・夏まつりのお知らせ

・さんまるで縄文を学ぼう！

・わくわく！どきどき！縄文あおもり！

【第 63号（平成 27年 12月 10日発行）】

・発見！溝状遺構の北東端！

・企画展「円筒土器文化を探る」

・遺跡見学者 750万人達成！

・新体験！ＩＴガイド導入！

・縄文冬祭りのお知らせ

・たくさんのイベントを開催しました！

うちわとチェンジングカード

ギャラリートーク

（4）三内丸山遺跡魅力情報発信強化事業

　縄文文化と三内丸山遺跡の魅力と価値を国内外

に強力に発信し、見学者の増加を図るため、うち

わ、チェンジングカードを作成 , 見学者に配布し

た。

第1　平成27年度の事業について
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三内丸山通信　第63号

（6）資料貸出

　平成 27年度の出土遺物及びレプリカの貸し出

し状況は以下のとおりである。

ア　青森県立郷土館　常設展示

　平成 27年４月１日～平成 28年３月 31日

　土器等 34点

イ　東日本旅客鉄道株式会社新青森駅　青森県・

函館デスティネーションキャンペーン

　平成 27年４月 22日～平成 28年３月 31日

　土器１点

ウ　山形県立博物館プライム企画展「『縄文の女

神』と『遮光器土偶』－縄文の美と宝－」展

　平成 27年５月 13日～平成 27年９月 11日

　土偶レプリカ１点、土偶 13点、岩偶２点、土

　器４点、デジタル画像映像DVD１枚

エ　北の縄文道民会議「縄文夏まつり」展示資料

　平成 27年６月 29日～平成 27年７月 17日

　土偶レプリカ１点

オ　独立行政法人国立科学博物館特別展「ワイン

展－ぶどうから生まれた奇跡－」展

　平成 27年 10月５日～平成 28年３月 31日

　ブドウ属種子１式

カ　青森県企画政策部地域活力振興課「Arts of 

JOMON in Denver」

　平成 27年７月 10日～平成 27年 12月 28日

　土偶レプリカ３点、土器レプリカ１点

キ　青森県立郷土館特別展「環状列石と周堤墓」

展

　平成 27年 10月６日～平成 27年 12月 22日

　土器６点、石器 15点、土偶８点、土器把手３点、

　石製品９点

ク　青森県誘客交流課観光誘客用広告物写真撮影

　平成 27 年 10 月 27 日～平成 27 年 10 月 28

日

　土偶レプリカ１点

ケ　北海道環境生活部くらし安全局文化・スポー

ツ課縄文世界遺産推進室　「縄文雪まつり」展示

資料

　平成 28年２月１日～平成 28年２月 19日

　土偶レプリカ２点、ヒスイ大珠レプリカ４点、

　石器レプリカ２点

コ　第一合成株式会社　ダンプラボックスの製作

　平成 28年１月 26日～平成 28年３月８日

三内丸山遺跡年報－20－
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　石器 33点

サ　青森県環境生活部県民生活文化課　「青森県

史」掲載写真撮影

　平成 28年３月 22日

　磨製石斧 15点

シ　青森県立美術館「青森 EARTH2015 成果発

表展示」展

　平成 28年３月７日～平成 28年３月 31日

　骨角器９点、石器 12点　

（7）講演会等

　三内丸山遺跡に対する理解や関心を深めてもら

うため、主催者の依頼に応じた講義を行った。平

成 27年度に行った講義等は、以下の通りである。

　なお、11 月２日から世界遺産縄文講座は企画

政策部世界遺産登録推進室に移管して実施されて

いる。

ア　「郷土の文化を学ぶ」

平成 27年度初任者研修（小・中学校）

「教職一般研修講座」講義

８月６日

　青森県教育委員会

　場所：青森県総合学校教育センター

イ　世界遺産縄文講座

６月８日

　青森中央短期大学

　受講者：大学１年生 148 名

　講師：文化財保護課職員

　場所：青森中央短期大学

６月 17日

　青森県立五所川原工業高等学校

　受講者：高校１年生 140 名

　講師：文化財保護課職員

　場所：青森県立五所川原工業高等学校

７月 10日

青森大学オープンカレッジ

　受講者：青森大学オープンカレッジ

　　　　　市民大学受講生 50名

　講師：文化財保護課職員

　場所：南部町南部公民館

７月 30日

弘前地区中学教育研究会社会科部会

　受講者：弘前地区中学校社会科教員 33名

　講師：文化財保護課職員

　場所：弘前市立石川中学校

９月１日

あおもり県民カレッジ中南学友会

　受講者：学友会員 12名

　講師：弘前市教育委員会岩井埋蔵文化財係長

　場所：弘前市民参画センター

９月 11日

青森市立堤小学校

　受講者：小学６年生 71名

　講師：県知事・文化財保護課長

　場所：青森市立堤小学校

11月９日

青森市立泉川小学校

　受講者：小学６年生 100 名

　講師：県教育長・世界文化遺産登録推進室長

　場所：青森市立泉川小学校

11月 10日

十和田市立北園小学校

第1　平成27年度の事業について
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（8）縄文まつり

　受講者：小学６年生 100 名

　講師：文化財保護課職員

　場所：十和田市立北園小学校

11月 17日

八戸市立種差小学校ほか

　受講者：小学５、６年生 19名

　　　　　保護者、地域住民

　講師：文化財保護課職員

　場所：八戸市立種差小学校

11月 21日

むつ市文化財ボランティアの会

　受講者：一般市民 50名

　講師：国際教養大学　根岸　洋　助教

　場所：北の防人大湊　安渡館

　平成 27年度に行った内容は以下のとおりであ

る。

ア　縄文春祭り

主催：青森県教育庁文化財保護課

実施日：平成 27年５月２日～５月５日

内容：さんまる宝さがしウォーキング・春、クイ

ズラリー、縄文パノラマビュー！！、津軽三味線

ライブ、縄文ファッションで記念撮影！、みんな

でとろう！春の遺跡のフォトギャラリー、縄文生

活体験（貝輪づくり、火起こしなど）、縄文もの

づくり体験などを開催した。

イ　縄文夏祭り

主催：青森県教育庁文化財保護課

実施日：平成 27年８月 15日・16日

内容：さんまる宝さがしウォーキング・夏、クイ

ズラリー、縄文パノラマビュー！！、縄文ファッ

ションで記念撮影！、みんなでとろう！夏の遺跡

のフォトギャラリー、縄文グッズ作り体験教室、

縄文生活体験、こんちゅう教室などを開催した。

ウ　縄文大祭典

主催：縄文大祭典実行委員会

実施日：平成 27年８月 29日・30日

内容：発掘調査現地説明会、クイズラリー、縄文

パノラマビュー、縄文ワークショップ、縄文宵待

ちフォーラム、縄文お月見朗読会とお月見コン

サート、縄文グッズ作り体験（組ひも、ミニ土偶

など）、紙ひこうきとしゃぼん玉であそぼうなど

を開催した。

エ　縄文秋祭り

主催：青森県教育庁文化財保護課

実施日：平成 27年 11月７日・８日

内容：さんまる宝さがしウォーキング・秋、クイ

ズラリー、縄文パノラマビュー！、縄文ファッ

ションで記念撮影！、縄文の音色！？さんまる演

奏会、みんなでとろう！秋の遺跡のフォトギャラ

リー、縄文ものづくり体験（縄文花びんづくりな

ど）、草木染め体験教室、トチ餅作り体験などを

開催した。

縄文パノラマビュー！！の様子

三内丸山遺跡年報－20－
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オ　縄文冬祭り

主催：青森県教育庁文化財保護課

実施日：平成 28年２月 13日・14日

内容：さんまる宝さがしウォーキング・冬、クイ

ズラリー、雪中宝さがし、大型すべり台、雪だる

ま広場、みんなでとろう！冬の遺跡のフォトギャ

ラリー、縄文ものづくり体験コーナー（飾り玉と

貝輪づくりなど）などを開催した。

雪中宝さがしの様子

第1　平成27年度の事業について
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第２　平成 27 年度の見学者動向について

（1）遺跡見学者数及びさんまるミュージアム見学者数

　平成 27 年度の三内丸山遺跡見学者数は

299,098 人、うち「さんまるミュージアム」( 以

下「ミュージアム」という。) の見学者数は

189,979 人である。

　月ごとの遺跡見学者数は多い順から８月、９月、

５月となっている。これはねぶた祭り、縄文大祭

典等のイベントによる観光客の増加が要因である

と考えられる。また、12 月～３月の見学者数に

ついては例年同様夏季に比べ減少がみられる。な

お、３月は前年と比べ 1,100 人ほど増えている

が、北海道新幹線開業効果があったと考えられる。

　ミュージアムの見学者数は、遺跡見学者数の

63.5％である。冬期間（１～３月）におけるミュー

ジアムの見学者割合が 82.6％と高く、夏期間（７

～９月）における割合が 56.8％と少ない。冬期

間割合が高い理由としては、ミュージアムは冬季

であっても天候に左右されず見学する人が多いた

めと考えられる。

年  度 見学者数 前年比(%)

平成６年度 61,807 -
      ７年度 269,597 436.2
      ８年度 510,337 189.3
      ９年度 565,376 110.8
    １０年度 485,917 85.9
    １１年度 387,021 79.6
    １２年度 343,050 88.6
    １３年度 287,182 83.7
    １４年度 275,551 95.9
    １５年度 478,165 173.5
    １６年度 388,652 81.3
    １７年度 333,583 85.8
    １８年度 370,447 111.1
    １９年度 328,815 88.8
    ２０年度 312,964 95.2
    ２１年度 337,035 107.7
    ２２年度 329,374 97.7
    ２３年度 311,513 94.6
    ２４年度 314,235 100.9
    ２５年度 288,617 91.8
    ２６年度 292,267 101.3
    ２７年度 299,098 102.3
      計 7,570,603
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団体申込
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４月 15,473 12,027 2,048
５月 37,672 23,826 4,873
６月 25,683 17,047 6,724
７月 26,989 17,866 3,783
８月 68,874 40,759 5,082
９月 48,575 23,383 4,383

１０月 28,336 17,431 5,926
１１月 17,596 12,753 1,335
１２月 6,307 5,402 683
１月 4,686 4,332 276
２月 8,121 5,695 602
３月 10,786 9,458 552
計 299,098 189,979 36,267
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表１　平成27年度までの遺跡見学者数

グラフ１　平成27年度までの遺跡見学者数

表２　平成27年度見学者数 グラフ２　平成27年度見学者数

第2　平成27年度の見学者動向について
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（2）団体見学者の傾向

　団体の見学者数は 36,267 人で、見学者全体に

占める割合は 12.1% である。このうち県内の利

用は約 31.9％で、小学校の利用が多い。また、

県外の利用は約 68.1％で、一般団体の利用が多

い。団体見学者が多いのは６月、８月、10月で、

５～６月は修学旅行などの学校見学者が 72.5％

を占める。10 月は学校関係者は少なく一般見学

者が多い。８月は遺跡全体の見学者が最も多いが、

団体見学者の割合は少ない。これは、ねぶた祭り

期間中は見学者が集中するため、定時ガイドを増

やすことで対応し、団体予約を受け付けていない

ためである。また、冬季の団体見学者は少なく、

学校団体の見学はほとんどない。

　修学旅行での利用は、小学校が約 46％を占め

る。地域別では北海道が多く、修学旅行生全体

の約 61％を占める。その他の地域の利用割合は、

昨年度と比較すると東北地域の学校が減少してい

る。

　また、県内の学校団体では、小学校に比べて中

学校の利用は少ない。

学校数 人数 学校数 人数 学校数 人数 団体数 人数 団体数 人数

４月 28 1,365 4 159 0 0 37 524 69 2,048

５月 39 1,903 20 1,662 2 45 69 1,263 130 4,873

６月 64 3,277 8 1,164 5 362 86 1,921 163 6,724

７月 18 855 3 218 4 524 92 2,186 117 3,783

８月 1 46 2 53 1 22 163 4,961 167 5,082

９月 28 1,823 6 362 3 513 80 1,685 117 4,383

１０月 18 894 5 658 3 200 160 4,174 186 5,926

１１月 8 218 1 18 1 8 49 1,091 59 1,335

１２月 1 37 0 0 0 0 24 646 25 683

１月 0 0 0 0 0 0 12 276 12 276

２月 0 0 0 0 0 0 21 602 21 602

３月 0 0 0 0 0 0 24 552 24 552

計 205 10,418 49 4,294 19 1,674 817 19,881 1,090 36,267

総計月 小学校 中学校 その他学校 一般
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その他学
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中学校 

小学校 

（人） 

学校数 人数 学校数 人数 学校数 人数 団体数 人数 団体数 人数

県内 122 6,223 9 529 12 805 160 4,025 303 11,582

県外 83 4,195 40 3,765 7 869 657 15,856 787 24,685

計 205 10,418 49 4,294 19 1,674 817 19,881 1,090 36,267

総計
県内外別

小学校 中学校 その他学校 一般

17%  

 

11% 

 

10% 
 

44% 

県内小学校 

県内中学校 

県内その他 

県内一般 

県外小学校 

県外中学校 

県外その他 

県外一般 

5,232人 

61% 
1,289人 

15% 

1,311人 

15% 

577人 7% 
175人 2% 

北海道 

東北 

関東 

近畿 

その他 

表３　平成27年度団体見学者数 グラフ３　平成27年度団体見学者数

表４　平成27年度団体見学者の地域別見学者数　

グラフ４　平成27年度団体見学者数の割合

12%

グラフ５　平成27年度修学旅行生の地域別割合

第2　平成27年度の見学者動向について

－ 17 ―



学校数 人数 学校数 人数 学校数 人数 団体数 人数 団体数 人数

86 4,941 46 4,963 12 880 144 10,784 87.8 87.6

80 3,952 48 5,276 8 1,084 136 10,312 94.4 95.6

83 4,195 40 3,765 7 869 130 8,829 95.6 85.6

18

  平成 27 年度の学校団体の見学者数は、県外で

8,829 人、県内で 7,557 人となっている。

　県外の学校の見学者数は、昨年度と比較すると

小学校で増加し、中学校・その他学校で減少して

いる。

　また、県内学校については、昨年度と比較する

と小学校・中学校・その他学校いずれも増加して

いる。

　註）カウント方法は次のとおりである。

　・遺跡・ミュージアム見学者数：縄文時遊館・

　　ミュージアム入口でセンサーによりカウント

　・団体見学者数：事前に見学申込のあった団　

　　体見学者で団体申込業務を行う三内丸山応援

　　隊がカウント
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２５年度 ２６年度 ２７年度 
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前年比(%)
年度
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２５年度

２６年度

２７年度

前年比(%)
年度

小学校 中学校 その他学校 総計

グラフ６　県外学校の見学者数 グラフ７　県内学校の見学者数

表５　県外学校の見学者数

表６　県内学校の見学者数

学校数 人数 学校数 人数 学校数 人数 団体数 人数 団体数 人数

118 5,739 13 898 20 1,149 151 7,786 94.4 88.3

122 5,851 5 224 19 747 146 6,822 96.7 87.6

122 6,223 9 529 12 805 143 7,557 97.9 110.8

三内丸山遺跡年報－20－
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第３　研究ノート

１　盛土や捨て場と土坑墓や埋設土器との関係に関する一考察
　　－青森県の事例を中心に－

濱松　優介（青森県教育庁文化財保護課）

１　はじめに

　円筒土器文化の遺跡においては、しばしば大規

模な「捨て場」や「盛土」が確認されることがあり、

時には、土坑墓や埋設土器など葬送に関連すると

考えられる遺構と平面的に重複している例も確認

されている。そのような場合、偶然の所産ではな

く、集落内において意図的な「場」の使い分けが

なされていた可能性が指摘されている（註１）。

筆者も三内丸山遺跡の発掘調査において、下位に

土坑墓、上位には環状配石墓が構築されている盛

土の調査に携る機会を得（青森県教委2016）、盛

土と葬送施設との関係について関心を抱くように

なった。

そこで、本稿では、「捨て場」や「盛土」と土

坑墓や埋設土器等との関連性について、考察して

みたい。

２　対象とする遺構について

①捨て場・盛土について

」場て捨「」土盛「はていおに跡遺の化文器土筒円　

「（遺物）包含層」などと呼ばれる遺構が確認され

ることがある。これらは、土器や石器などの遺物

が多量に出土する場合や二次堆積のローム質土が

厚く堆積している場合、あるいはその両方が見ら

れる場合など、遺物の出土状況や堆積状況が周辺

とは異なった様相を呈している。谷や竪穴建物跡

などの遺構廃絶後の凹地に形成される例は前期に

多く確認され、平地に形成される例は前期には見

②土坑墓・埋設土器について

　葬送に関連する施設としては土坑墓と埋設土器

が挙げられる。土坑墓中に、人骨が残存している

ことは極めて稀であるが、各報告書の記載を基に、

平面形や堆積土の状況などを検討したうえで、土

坑墓として扱うこととする。

　埋設土器（註２）については、青森県八戸市蟹

沢遺跡で土器内に胎児骨が確認されている例（江

坂ほか1958）や北海道八雲町コタン温泉遺跡（八

雲町教委1992）において土器内部に新生児また

は胎児骨（第12号人骨）が埋葬された例が確認

されており、小児用の墓としての利用が想定され

るため、本稿では葬送に関連するものとして扱う

こととする。ただし、竪穴建物内等、屋内の埋設

土器については十分に検討することができなかっ

たため、本稿においては屋外の埋設土器のみを対

象としている。

３　各遺跡の様相について（図１）

　次に、前項２であげた遺構に着目し、盛土や捨

て場のあり方や葬送に関連する施設が特徴的な遺

跡についての検討を加える。

られず、中期に出現するようになる。これについ

2014）との指摘がある。また、斜面に形成される

例については円筒土器文化の全時期を通じて確認

される。

ては「前期から中期にかけて廃棄行為そのものが

大きく変化しているものとも考えられる」（岡田

第3　研究ノート
第3　研究ノート
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山田（４）遺跡山田（４）遺跡

三内丸山遺跡三内丸山遺跡三内丸山遺跡

岩渡小谷（４）遺跡

沢ノ黒遺跡

石江遺跡

明戸遺跡

北黄金貝塚

八木Ａ遺跡

○石江遺跡（図２）…青森県青森市に所在する。

遺跡の北側斜面部分において前期中葉～後葉にか

けて形成された捨て場が確認されている。前期中

葉（円筒下層 a式）の竪穴建物跡の廃絶後の凹地

に捨て場が形成され始め（DSI15への廃棄）、前

期後葉の竪穴建物跡の廃絶後の凹地（DSI16・22）

への捨て場の形成まで継続する。また、捨て場の

形成と平行し、平面的に重複するように埋設土器

が構築され、そのほとんどが前期後葉（円筒下層

d1式）に帰属するものである。

○沢ノ黒遺跡…青森県風間浦村に所在する。前期

後葉～中期初頭にかけて形成された第１号捨て場

の下位で土坑墓が確認されているほか、形成過程

においては埋設土器の構築も確認されていること

から「墓域から捨て場への推移は確実」（青森県

教委2007）と報告されている。また、１個体が

おしつぶされたような、復元可能な土器が多数出

土している。ただ、中期前葉頃に形成された第２

号捨て場は土坑墓や埋設土器と平面的に重複せ

ず、遺物の出土状況も第１号捨て場とは異なった

っあがい違に割役ので内落集「、りおてし呈を相様

た可能性」（青森県教委2007）が指摘されている。

図１　対象遺跡位置図
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石江遺跡における埋設土器と捨て場の重複（青森県教委2008を筆者改変）

S=1/400

…前期中葉の竪穴建物跡

…前期後葉の竪穴建物跡

…円筒下層b式の埋設土器

…円筒下層d式の埋設土器

…円筒下層c式の埋設土器
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○明戸遺跡（図３）…青森県十和田市に所在する。

第４号住居跡および第６号住居跡（註３）の廃絶後

の凹地に多量の遺物が廃棄され、捨て場が形成さ

れている。堆積土中からは復元可能な土器が多量

に出土している。これらの捨て場から出土した土

器型式は古いものでは、「円筒下層c式に近い特徴

を有する」（青森県教委2010）が、大半は円筒下層

d式に属するものと考えられる。また、住居跡の凹

地が埋没した後に円筒下層d2式～円筒上層a式の

埋設土器が構築されている（SR-01～08）。

○岩渡小谷（４）遺跡…青森県青森市に所在する。

丘陵の頂部（「頂部捨て場」）と斜面部（「捨て場」）、

沢にそれぞれ「捨て場」が形成されている（青森

県教委 2004）。いずれも前期後葉頃の遺物が主

体となって出土している。「頂部捨て場」の下位に

　以上のような「頂部捨て場」および「捨て場」

の状況に対して、沢内に形成された「捨て場」に

おいては、重複するような、葬送に関連する遺構

は確認されていない。ただし、遺物の出土状況は

前記した２つの捨て場と同様に、復元可能な個体

が多数出土している。

○山田（４）遺跡…青森県蓬田村に所在する。E

区で調査区を南西－北東方向に横断する沢が確認

されており、その下流域で前期末葉（円筒下層d

図２　石江遺跡における捨て場と埋設土器の重複（青森県教委2008を筆者改変）

は、竪穴建物跡があり、その廃絶後の凹地に多量の

遺物が廃棄されたような状況が確認されている。

また、「捨て場」と平面的に重複するように土坑墓

の可能性がある第 19 号土坑が確認されているほ

か、「頂部捨て場」ならびに「捨て場」では、多数の埋

設土器が平面的に重複して確認されている。
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図４　岩渡小谷（４）遺跡沢捨て場遺物出土状況（青森県教委2004を筆者改変）

図３　左：明戸遺跡第４・６号住居跡周辺平面図

　　　右：第４号住居跡セクション図（青森県教委2010を筆者編集）
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図５　岩渡小谷（４）遺跡遺構配置図（青森県教委2004を筆者改変）

式）を主体とする捨て場が確認されており、１個

体が押しつぶされたような、復元可能な土器が多

数出土している。また、平面的に重複するような、

葬送に関連する遺構は確認されていない。

○三内丸山遺跡…青森県青森市に所在する。現在

のところ、北盛土・南盛土・西盛土と呼称してい

る大規模な盛土が確認されているほか、第６鉄塔

地区、第37次調査区（37-１区）南西に分布する

・北盛土…盛土の下位には前期の竪穴建物跡や竪

穴建物跡廃絶後の凹地に形成された捨て場が確認

されている。竪穴建物跡廃絶後の凹地に形成され

盛土などが確認されている（図６）。また、集落

中心部から東・南に延びる道路跡沿いおよび西側

の中位段丘上に所在する道路跡沿いに土坑墓が構

築されているほか、北盛土の北側と西盛土中には

埋設土器の密集域が確認されている。

た捨て場は円筒下層 b式～円筒上層 a式にわたり
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北盛土

南盛土

第６鉄塔

西盛土

37-１区南西の盛土

図６　三内丸山遺跡全体図

形成される。盛土の形成は、「平坦地の遺構空白

部分に多量の土器が捨てられ始めた時だとする」

ならば「円筒下層 d2 式～上層 a式」であると捉

えられている（青森県教委2013）。出土する土器

は、１個体が押しつぶされたようなもの、二次堆

積のローム質土中に破片が混入して出土するもの

の両方が確認されている。

また、隣接して埋設土器の密集域が形成され

る。周辺で確認された最も古いものは、前期中葉

の円筒下層 b式のものであり、集中して構築され

るのは、前期末葉の円筒下層 d1 式期頃からと考

えられる（図７）。その後中期前葉頃までは周辺

に集中して構築されるが、中期中葉以降になると、

周辺域において集中して構築されるような傾向は

見られなくなる（図８）。ただし、これらの埋設

土器は型式毎の復元土器の分布域（青森県教委

2013）と平面的に重複するものは少なく、重複す

るものについても埋設土器の構築時期と復元土器

の型式が異なるものである。

・南盛土…盛土は主に中期に形成される。盛土の

下位には前期中葉頃（円筒下層 b式期）の土坑墓

が確認されている。埋設土器も盛土と重複する範

囲内に構築されているが、北盛土の周辺域と比較

土する土器は、１個体が押しつぶされたようなも

の、二次堆積のローム質土中に破片が混入して出

土するものの両方が確認されている。

・西盛土…盛土は前期末葉～中期にかけて形成さ

れる。また、盛土の形成と並行して埋設土器が集

中して構築されている。「埋設土器の構築場所と

して盛土の範囲が意識的に選択されていた様子を

うかがわせる。埋設土器が基本的に小児土器棺で

あるということをふまえれば、盛土は出産儀礼や

葬送に関連した行為の場との見方もできる。」（青

森県教委2012）との報告がある。出土する土器は、

１個体が押しつぶされたようなもの、二次堆積の

ローム質土中に破片が混入して出土するものの両

方が確認されている。

・第６鉄塔地区…自然地形の凹地に前期中葉（円

筒下層 a・b式）の遺物が敷き詰められたような

状態で出土しており、１個体が押しつぶされたよ

うな、復元可能な土器が多数出土している。前期

後葉～中期にかけて、遺物の破片を含む二次堆積

のローム質土が廃棄されるが、全時期を通じて葬

送に関連するような遺構は構築されていない。

すると、その数は少ない（青森県教委2009）。出
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図７　北盛土周辺における前期埋設土器の分布（青森県教委2013を筆者改変）

※埋設土器の分布については、確認されたグリッドを示す。
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図８　北盛土周辺における中期埋設土器の分布（青森県教委2013を筆者改変）

※埋設土器の分布については、確認されたグリッドを示す。
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・37- １区南西に分布する盛土…下位には土坑墓

が確認され、盛土の上位には環状配石墓が構築さ

れている（青森県教委2016）。出土する土器は破

片を中心とし、一個体が押しつぶされたような状

態で出土するものは確認されていない。

また、青森県外の事例ではあるが、北海道伊達

市北黄金貝塚ではA’地点貝塚では人骨や土坑墓、

C地点貝塚ではシカの頭骨を用いた祭祀が行われ

ていた痕跡が確認されているほか、北海道函館市

（旧南茅部町）の八木A遺跡では、前期中葉段階

の土坑墓と盛土が平面的に重複する例が確認され

ている（伊達市噴火湾研究所 2013、南茅部町教

委1993 他）。　

４　まとめ

　以上、捨て場・盛土と葬送施設との関係を概観

してきたが、本稿では特に埋設土器との関係につ

いて着目して考察を加える。

　埋設土器は、前期後葉の円筒下層d式期におい

てその確認数が急増することがこれまでの先行研

究によって明らかになっている（坂本2005など）。

一方、捨て場や盛土も円筒下層a式期～大木10式

併行期までの円筒土器文化期を含む縄文時代全時

期を通じて存在することが明らかになっている。

　捨て場や盛土と埋設土器が平面的に重複する例

は前期末葉～中期初頭頃に顕著に現れる（三内丸

山遺跡西盛土、明戸遺跡第４・６号竪穴建物跡、

石江遺跡、岩渡小谷（４）遺跡頂部捨て場・捨て

場など）。これらは盛土や捨て場の形成中あるい

は形成後に大きな時間的な間隙をおかずに、埋設

土器が形成されている。このような例については、

盛土や捨て場と埋設土器に密接な関係がうかがえ

る。三内丸山遺跡の西盛土の報告において言及さ

れたような「出産儀礼や葬送に関連した行為の場」

であった可能性や埋設土器が「地鎮に類する意図

が複合して存在」（立田2014）した可能性が考え

られ、いずれにせよ集落内で特殊な場所性を与え

られた可能性がうかがえる。

　ただし、捨て場や盛土とは平面的に重複しない

埋設土器の密集域が確認される例（三内丸山遺跡

北盛土周辺等）や捨て場や盛土と埋設土器が離れ

た場所に形成される場合（三内丸山遺跡第６鉄塔、

山田（４）遺跡等）も確認されている。これらに

ついては、前記した捨て場や盛土と埋設土器が平

面的に重複する例とは異なる形成理由を考える必

要があるだろう。

　また、今回は十分な検討ができなかったが、捨

て場や盛土の下位に土坑墓が構築される例も確認

されている（三内丸山遺跡の南盛土・37-１区南西

の盛土、沢ノ黒遺跡、八木Ａ遺跡）が、捨て場や

盛土と埋設土器との関係と比較すると数は少ない

が、これらについては、盛土や捨て場の形成され

る契機として土坑墓の存在が理由として挙げられ

る可能性があり、今後さらに該期の資料を集成し、

検討を加える必要があるだろう。

　以上のように、捨て場や盛土と葬送に関連する

施設は密接な関係があることがうかがえる。ただ

し、全てが同じよう関係性を有するわけではなく、

それぞれが様々な様相を呈するため、個別に検討

を行う必要があろう。三内丸山遺跡や岩渡小谷

（４）遺跡、北黄金貝塚のように、集落内に同一

時期に複数の捨て場を有する場合でも、土坑墓や

埋設土器が構築される場合とされない場合とが確

認されており、捨て場や盛土の性格の多様性の一

端をうかがい知ることができる。

5．おわりに

　今回は青森県内の資料、特に土坑墓や埋設土器

が確認されている遺跡を中心に考察したが、今後、

円筒土器文化圏内の他の遺跡等の事例を検討する

ことにより、捨て場や盛土と土坑墓や埋設土器と

の関係がより明らかになるであろう。
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ハマナス野遺跡』南茅部町埋蔵文化財調査団第４
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註

（１）例えば北海道伊達市北黄金貝塚や青森県

風間浦村沢ノ黒遺跡など。

（２）報告書内で「土器埋設遺構」とされている

ものも埋設土器として扱う。
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２　ミニチュア化された模倣品
　　　　　－三内丸山遺跡の棒状土製品を中心として－

岩田　安之（青森県教育庁文化財保護課）

１　はじめに

　本稿で検討する模倣関係とは、モデル（原型）

とそれをまねたものの双方が確認されたときに成

り立ち、物質文化においては図１の概念を考えて

いる。素材が変更される場合や、ミニチュア化さ

れることがあり、さらに素材を変更してミニチュ

ア化されるものもある（図１の重なり部分）。　

土器のように、モデルから同じ素材で模倣される

とまったく同じものや情報が欠落・変容したもの

がつくられる場合も考えられるが、双方の関係を

規定するのが難しいため、ここでは扱わない。

　三内丸山遺跡からは、多くの土製品が出土して

いるが、その中には模倣品と考えられるものがあ

る。ミニチュア土器もその一つであり、そのほか

素材変更

ミニチュア化

モデル

図１　模倣の概念図

29

にも小型化して模倣されたと推測される土製品が

みられる。図１のミニチュア化とは、小型化の幅

が大きいものと概念規定することができる。ミニ

チュア化されるものは、例えば現代でいうと、ミ

ニカー、ドールハウス、鉄道模型、仏壇、仏具（仏

能を象徴化する行為で、当時の社会で行われた模

倣行為の一端を探るよい材料であることは間違い

なく、非常に情報の多い遺物であるといえる。

　三内丸山遺跡からは棒状土製品と呼ばれてい

る、粘土を棒状に整形したものが出土している。

以下から詳しくみていくが、この中には定型的な

まとまりがあり、その形態的特徴を検討すると、

石棒や石刀などのミニチュアが存在している可能

性が高い。

　三内丸山遺跡からは端部彫刻石棒と呼称される、

円筒状で端部に同心円の文様が表現されるものが

土製品としても存在する（図２左）。これは棒状土

飯器など）、お守り（弓矢形、太陽形、月形、十

字架形など）が挙げられる。おもに、玩具や鑑賞

品と、祭祀具の２種類に分けられることができる

が、ひな人形とひな道具などは玩具的な意味合い

とまつり的要素が混在しており、きっちりと線引

きできないものもある。

　ミニチュア化は、モデルがもっている本来的機
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　本稿の目的は、ミニチュア化する行為の一端を

棒状土製品を素材にして検討することである。ひ

いては、人間はなぜ模倣するのかという根本的な

問題を考えるきっかけともしたい。

30

岩手県九戸町の田代遺跡からは、端部に十字が刻

まれた石棒と、まさにそのミニチュアともいえる

土製品が出土しており（図２右）、このことから

も棒状土製品の定型的なものは石棒のミニチュア

として理解してよいと考えられる。

製品が石棒の模倣品である可能性を示唆している。

図２　棒状土製品とそのモデルと考えられる石棒

棒状土製品（端部十字）（S=1/2）

石棒（端部十字）（S=1/3）
岩手県田代遺跡出土

石棒（端部同心円）（S=1/8）

棒状土製品・土棒

（端部同心円）（S=1/4）

三内丸山遺跡出土

三内丸山遺跡周辺で確認される縄文時代中期に特

徴的な土製品のひとつである。

（１）分類（図４）

　三内丸山遺跡では量がまとまって出土しており、

形態と整形技術で分類することができる。

Ⅰ類：細長い紡錘状で、端部付近には刃部が作り

出される。現在のところ、北盛土出土の１例のみ

である。

Ⅱ類：円筒状

　Ⅱ a類：長細い形状で、両端が平たく整形され

る。明確に分類できるものでは、南盛土と北盛土

あわせて５点（南２、北３）確認できる。

　Ⅱb類：Ⅱa類に比べて寸詰まりで、両端が平た

く整形される。明確に分類できるものでは、南盛土

と北盛土とあわせて５点（南１、北４）確認できる。

Ⅲ類：紡錘状

　Ⅲ a類：中間がふくらむ細長い紡錘状で、両

端が平たく整形されるものとそうでないものがあ

る。明確に分類できるものでは、南盛土と北盛土

２　棒状土製品と石棒・石刀

　棒状土製品はその名のとおり、粘土を棒状に成形

し焼成したものである。円筒状や紡錘状に成形する

ことや、刃部をつくり出すことなど、石棒や石刀の

特徴をとらえたものがあるため、それらのミニチュ

アと考えられる（青森県教委 2013、岡村 2015）。

　三内丸山遺跡では、北盛土や南盛土から多く出

土している。三内丸山遺跡近野地区や三内丸山

（6）遺跡からも出土しており、現在のところ、
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Ⅰ類（石刀） Ⅱa類（石棒） Ⅱb類（石棒） Ⅲa類（石棒） Ⅲb類（石棒）

Ⅰ類（石刀）

Ⅱa類（石棒）
Ⅱb類（石棒）

Ⅲa類（石棒）
Ⅲb類（石棒）

0 5㎝ (S=1/2)
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図３　棒状土製品の形態分類
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①類（石刀）

②a類（石棒）

②b類（石棒）

③a類（石棒）

③b類（石棒）

0 5cm (S=1/2)

0 40cm (S=1/10)
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図４　石刀・石棒の形態分類と棒状土製品との比較（石刀・石棒S=1/10　棒状土製品S=1/2）
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とあわせて８点（南４、北４）確認でき、最もよ

くみられる形態である。

　Ⅲ b類：寸詰まりの紡錘状で、Ⅲ a 類に比べ

て両端などの整形の度合いが低いものである。明

確に分類できるものでは、南盛土と北盛土とあわ

せて４点（南２、北２）確認できる。

　

（２）モデル（図４）

　棒状土製品はその形態的特徴が意識的に表現さ

れているものが多く、それぞれの形態のモデルと

なっている石棒等も、三内丸山遺跡からは多く出

土している。棒状土製品それぞれの形態に対応す

ると考えられるモデルの石刀と石棒は、図４にま

とめられる。それぞれの番号は対応している。

　①類としたものは上部は断面が円形の円筒状で

下部に刃部が付き、下端部がバットのグリップエ

ンド状に成形されるものである。図４の石刀は円

筒上層a～c式期と推測されている（茅野 2013）。

　② a類は細長い円柱状の石棒である。両端は平

に壊されたものや被熱痕がみられる。棒状土製品

のⅡ b類のモデルととらえることができる。図

２の端部彫刻石棒のミニチュアである棒状土製品

も本類に分類される。

　③ a類はおそらく両端がすぼまる紡錘状に加工

された石棒で、棒状土製品のⅢ a類のモデルと考

えられる。

　③ b類は、ほとんど無加工の細長い礫で、棒

状土製品のⅢ b類のモデルと推測される。

３　棒状土製品の地域的特徴（図５）

　形態的特徴が棒状ということより分類された棒

状土製品は、北海道から青森県、岩手県、秋田県

から出土している（日本考古学協会 2016）。し

かし、上述した分類にあてはまり、三内丸山遺跡

と同時期である、縄文時代中期に属する石棒のミ

ニチュアとして抽出できる棒状土製品が出土する

遺跡は、ある程度限定され、北海道ではハマナス

●
三内丸山

●
御所野

三内丸山 (6)

近野
三内丸山 (6)

三内丸山

● ハマナス野

●
館野

館野

ハマナス野

御所野

●
泉山

泉山

●天戸森

天戸森

図５　棒状土製品（S=1/4）分布図
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らで敲打痕や擦痕が認められる。形態的特徴から

棒状土製品のⅡ a類のモデルと考えられる。

　② b類は寸詰まりの円柱状の石棒で、意図的

野遺跡、青森平野に位置する青森市三内丸山、同

近野、同三内丸山（6）遺跡、馬淵川流域の三戸町

泉山、南部町館野遺跡、一戸町御所野遺跡、また鹿

角市天戸森遺跡、岩泉町森の越遺跡（註１）である。
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いずれも中期中葉～末葉の拠点集落遺跡である。
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